
明治神宮宮域林の櫃物程会学的研究

IV　神宮林の保全と環境保全林形成に対する

　　　植生学の立場からの考察

　明治神宮宮域に形成された森林群落は，すでに

前章で明らかにされたように，比較的自然植生に

近く，しかも安定している。また，単に神栓林に

とどまらず広く市民のために活用されている。し

たがって，明治神宮の周辺域において環境保全林，

防炎機能を有する質の高い都市林を形成しようと

する際に，明治神宮林の形成過程はきわめて適切

な生きた指針となり，参考になる点が多い。

　環境保全林や学校環境保全林の存在意義，効

用，さらにその実施計画等についてはすでに宮脇

（1974），宮脇ら（1975）によって明らかにされて

きている。ここでは東京地方における環境保全林

形成の一例を述べ，あわせて，明治神宮の植生の

適切な保育管理について言及したい。

1植栽樹種の選択

　明治神宮林は，かつて全州からの種々雑多な献

木によって造営された。造営に際しては，自生の

常緑広葉樹を帯心に多くの広葉樹が用いられてい

る。選択の基準には煙害に強いこと，土着の植物

で将来高木林を形成するものであることなどとな

っており，この点では現在の潜在自然植生を基と

した適性種の選択と一致している。

　しかし，種組成を詳細に検討してみると，本来

の森林の構成種といくつかの相違点がみられる。

例えば，わが国の神社林の一般的な性格であるが，

クスノキやサカキを神木として用いるため，両種

佃体数や被度が極端に高い。わが国ではクスノキ

の自然林の存在は現在まで知られていない。しか

も関東平野のやや内陸に偏した地方ではクスノキ

の幼年の越冬は困難である。また，周辺の残存林

の植生調査でも入墨的な分布と思われるこれらの

個体以外は，自然状態では見撮されない。薪宿御

苑等に多いマテバシイも同様な例である。サカキ

の分布は，関東平野では比較的内陸地方まで広が

っているが，土壌的な条件についてみると，関東

ロームのような土壌よりはむしろ三民岩，粘板岩

などの表土の薄い地域に見られる（関西地方のサ

カキーコジイ群集がその一例）。

　明治神宮宮林および隣接する地域の森林群落の

資料から得られた，本地域における保全林形成の

ための理想的な適性樹種は一覧表に示されている。

Tab，25の上段には本地域の潜在自然植生である

シラカシ群集とこの地域でシラカシ群集に境界域

をもつヤブコウジースダジイ群集の群落構成種が

あげられている。中段には隣接する自然植生，例

えばやや内陸域のシキミーモミ群集，海岸林のマサ

キートベラ群集などの構成種が追加されている。下

段には本地域に分布しないがヤブツバキクラス域

に生育し，しかも本地域に導入可能な種を示して

いる。したがって，本地域に最も適する平群とし

ては高木第1層にスダジイ，シラカシ，アカガシ

など，高木第2層にモチノキ，シロダモ，ヤブツ

バキ，ヤブニッケイ，カクレミノ，低木層にヒサ

カキ，アオキ，ネズミモチ，ヤツデなど，草本層に

ヤブラン，ジャノヒゲ，マンリョウ，ベニシダな

どがあげられる。隣接域に分布する自然植生の横

成種からはツクバネガシ，クロガネモチ，モッコ

ク，マサキ，オオバジャノヒゲなどが本地域でも

十分生育し，潜在自然植生構成種下とも共存生育
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Tab・25。関東ローム上の東京近辺における環境像全林形成のための植栽適種（常緑広葉樹林）

　　　　Zur　PHaazung　vo疏U磁weltschutzw銭1dern　au麦K：anto．Lehm　in　Tokyo　u11己Umgebu載g　gee三gnete　i茎nmer・

　　　　9紺ne　Baumarten．

潜在自然植生（ヤブ

コウジースダジイ群

集・シラカシ群集）

の種

Arten　der　po七e皿一

tiellen　　llat蔵r1孟一

cheR　Vegetation

隣接する自然植生の

種からの追加種

Zusatzliche　Arten

aus　　nahestehen曽

dea　pote詮tie正le血

聡at廿rlichen　wal。

dem

ヤブツバキクラスの

種からの追加種

Zusatzl三che　Artea

ausdenCame1喩
1ietea　　japo櫛

nlcae

高本第1層構成種　　　Baumschicht－1

スダジイCσ3如鴛0汐5fs　6π3メ》躍σ’σvar．ε飽う01（」だ

シラカシQ紹76κ3物夕7S痂σ8プ∂」毎

タブノキP673θσ魏露πう6アgf∫

アカガシ（9μ670κ3σ6μ加

アラカシQ㍑θ70駕381αμ0｛Z

ツクバネガシ｛2〃8グ6忽356ε3ガ〃り1毎

ウラジロガシQ麗θ76㍑33σ1比∫πα

ボルトノキ君1σθ06α7ρμSεッ1写θS’7∫ε

高木第2層構成種　　　Baumschicht－2

モチノキ1陀κ魏陀8γα

シロダモNgO1露S6α3θ7ξC6σ

ヤブツバキCσ鋭6JJ∫σブαρoπ此α

ヤブニッケイ0勿〃4解0甥κ彿ノβρ0刀∫0膨π

カクレミノエ）召π4プ0ρσπσ劣∫7解4謬6S

コジイCσ3劾π0ρS甜6露3♪f4鋭α

イヌマキPO406σ7ρ鴛S餌4070ρ刑y11πS

マテバシイPαSσπ∫σ8漉41甜

クスノキαππσ溺0彫円明00惣助07α

ヤマモモ1匠y7∫0σ7闘う2・σ

ヤマモガシ肋躍of4　COC麓π61躍π8館3麺

オガタマノキ鰯σん8躍σ00彫ρ7¢ε3α

イチイガシ｛2μ876麗3露’1〃σ

サカキC18yθ7σブσρ0漉‘σ

クロガネモチ刀8ガ〆0忽π44

．ユズリハD妙ん擁ρゑ夕」1μ勉かZσ070ρ04π辮

iモッコクTθ7欝∫プ0召，漉α9♪轡2解π∫1詑紹

iシキミπ」∫C如盟7召1∫g如Sμ解

ヒイラギOs鋭σ雇1臨5　f1記肋1謡πz

ソヨゴIJθκρ厩撚。κ103α

サンゴジュ　擁加∫ア匁ε6彫αZ〃σうμ々ゴ

カナメモチP乃0だπ如81σ∂7α

イヌガシバ陀01ゴ雄召σσ0此241碗σ

イスノキ1万5ち，1認鍛7σ06解。επ窺

タラヨウπ8鑑」σガノb1吻

クロキSン2πρ10003」麗0∫4α

可能である。ヤブツパキクラス域の種群（前述の

種麹もヤブツバキクラスに所属するが）から追加

される二二としては，中部地方以西に生育地をも

つヤマモモ，オガタマノキ，サンゴジュ，カナメ

モチ，タラヨウなどは温度的にとくに差支えない。

また一般の造園樹林として，広く庭園に栽植され

ている。これらはあくまでも，潜在自然植生のシ

ラカシ群集や隣接植生のヤブコウ弥スダジイ群

集の特徴的な種ではなく，しかも，環境保全林の

形成のためには厳密な意味では品種とはいいがた

い。しかし，人為的な管理や植栽場所の選択など

の特別な条件下では導入は可能である（Tab．25）。

2　夏緑広葉樹林の形成

　宮域内の内苑には郷土種であるコナラ，イヌシ

デ，ミズキ，ムクノキ，イロハモミジ，イイギリ

などによる夏緑（落葉）広葉樹林が発達している。

林床にはすでにアオキ，ヒサカキ，ネズミモチ，

シロダモなどのヤブツバキクラスの種（常緑広葉

樹）が生育し，遷移が進行すれば常緑広葉樹林に

発達することが推察される。したがって，内苑の

一部のように，夏緑広葉樹林として存続させるた

めには，下層のこれらの種を抑制する適切な管理

が必要となってくる。公園や公共施設において，

環境保全林には常緑広葉樹林が最も適していると

されているが，実際には場所，目的に応じて季節

相の豊かな，明るい感覚を与える夏緑広葉樹林の

形成も必要になってくる（Tab．26）。
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低　木　層　構　成　種
　　Strauchsc蓋量cht

ヒサカキE彫7yαブσ♪0π∫0α

アオキオ露0πうσゴσρ0海0α

シュロT7α0み夕0σゆ露εノ∂綬膨～擁

ネズミモチ五八κ3∫7観πゴαρ0毎α4解

ヤツデ勘∫3毎ブαカ。鋭。σ

イヌツゲIJ8劣076πσ∫σ

マンリョウ孟74飴ξσ67θπα如

草　本　層　構　成　種
　　Krau亡schicht

ジャノヒゲ0力海ψogo％ノσρoπ記π8

ヤブランしか∫0メ》θρ1σちφ互ヅ1σ

ヤブコウジノ474飴如ノαρ0π∫0α

ベニシダPアンoρ彰ガεθ7ツ醗70SOプσ

1ヤマイタチシダZ）γyo1》加7齢み飴εβガαπσ

iヤブソテツC卿，伽。げ。。ゴ。忽

i

トベラP髭の3カ07κ勉≠0うf7σ

マサキ8β0％y滋欝ブαカ0短0欝

ツルグミE1σ9α9窺43　gJσう7β

アセビP泥万Sゴψ0鋭0σ

カラタチバナ澄7誘3毎0万Sρα 1

1材・・ジ。ノヒゲ。魏の・卿ρ1励…伽
iキチジョウソウ1～θゴπ召0鳶θσ0σ7κεσ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　．　。．
iシュンランCン駕ゐ∫♂ゴ銘勉90θプ切9π
iヒメカンスゲ。膨脚。，、加
i
イノデPO砂3だ01切駕ρ0砂配8ρ1協72御Z

サザンカCσ彬1磁3σS碑曜α
シャリンバイ1～ゐ砂乃ゴ0～6ρゴ3κ勉∂611σ彪

シャシャンボy々0σ∫π認辮6アσ0忽σ忽艶π

ウバメガシQ謬紹70243ρ溺1砂7σθ擁4θS

ナワシログミ捌66π8窺硲」卿匁解π3

ナンテン2％π漉πα40解θSガ0σ

クチナシGσグ46痂σノβ3”露π0耀θ3

タイミンタチバナ硬y7S∫πθεθ9擁π露

　関東ローム質土壌を基盤とする本地域付近にお

ける夏緑樹林形成に対する適種はTab．26に示さ

れている。これらの種の中には明治神宮に生育し

ているものを中心に，一部隣i接地の植物が加えら

れている。立地を台地上のやや乾生部と，斜面中

～下部のやや湿潤地とに分け，それぞれに適する

樹種について各階層ごとにあげられている。乾性

立地ではコナラ，イヌシデを主体とするのがよく，

時にアカシデ，ヤマザクラ，イヌザクラなどを交

えることが望ましい。低木層にはカマツカ，コバ

ノガマズミ，ツリバナ，ナツハゼ，クロモジ，ウ

ツギ，マンサク，ヤマツツジなどが夏緑林内でも

生育が可能である。斜面の下部などの不安定では

あるが肥沃な湿潤地ではケヤキ，ムクノキ，コブ

シ，イイギリ，ミズキなどが適種であり，クヌギ，

ウワミズザクラなどは中性立地にも適当である。

高木第2層にはイロハモミジ，ゴンズイなどが適

している。低木層にはニシキギ，マユミ，ハナイ

カダ，ヤブデマリ，サンショウ，コクサギ，ウメ

モドキなど数多くの適種がある。これらの種の中

には美花をつけたり，紅葉の美しい種も少なくは

ない。
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Tab．26． 東京近郊における環境保全林形成のための植栽種（夏緑植物）

Zur　P鉱nzung　von　Umweltschutzw琶1dern量n　Tokyo　und　U魏gebung　geeignete　som組eτgr甑e　Ar乞en．

立　　地
Standort

高　木　第　1　層
Baumschicht－1

高　木　第　2　層
　Bau斑schicht喩2

低　　　木　　　層
Straucllsckicht

台地上部から斜

面の乾生・中生

：立地の植栽適種

H6henlagen

und　Oberh議n騨

ge　　（trOCken

bis　m酪ig

trocken）

コナラQ24θアC駕3　Sθ7アσ≠α

イヌシデ　Cσ幼げππ3≠SOゐ0π03鳶だ

アカシデ　Cαゆ’鷲κ31σκ乏ガ07β

クリ　CごZ3オσ箆θα　07θπα∫σ

ヤマザクラ　」P72〃Zε43ノζ瀞㌶OSσんZ〃α

イヌザクラ　P7μ％Z硲∂露8γ8ぞプ∫

バクウンボク5砂7σκ0∂αSS毎

i

ハゼノキ　」Rん邸Sε2400ε4σπθσ

アカメガシワ砿α110臨3ゴ⑫0擁0σ

アオハダ178劣〃認σ70ρ0ゴσ

マルバアオダモPγαガπκS
　　　　　　　　　　　　　　　　εノεδoZ4づαπζZ

ヤ・マウルシ　Rゐ24εかゴ0ぬ00α名ρσ

クサギC16プ04θπ470π
　　　　　　　　　　　　　　≠7’0んofoフπ24かZ

カマツカPo欝幼毎6σび耀03σ

ヤマツツジ1～ゐ0♂0ゴ6刃470難
　　　　　　　　　　　　　　　　んαβ解が8ガ

ロバノガマズミ　Vあ駕7πZ鍔Z

　　　　　　　　　　　　　　　　　　6703～4か2

ツリバナ　E鐸0π夕沸忽S　Oκ鎚海y1」㍑3

ヤブムラサキC認1琵α塑σ御01～f3

ウグイスカグラLo％∫087σ
　　　　　　　9プα6ゴ砂θεvar。4σう7α

ナツハゼ　y左00’7寡銘鋭01d乃αノ’Zだ

クロモジ　エ冨πゴ67σ　麗か諺う811σ’α

ウツギ　1）6κ’β♂σ　076質α∫α

マルバウツギD8Zぱ2たZε0α∂プσ

マンサク　茄Z卸叙ZかZ8だ3ブの0πゴ0α

台地斜爾下部や クヌギ　Q2昭70～4Sσ0μガ3S∫2πα エゴノキ　ε∫y7ακブ⑫0πゴ04 マユミ　Eκ0，3ツ辮ε4S　3∫θδ014fσチ㍑63

斜面凹状地の湿 ミズキCO7難πSσ0πか0か87Sα イロハモミジ　君067カα1勉0伽勉 ニシキギ　£麗0πツ規麗3α1α≠κS

生地の植栽適種 ムクノキ　珍乃α麗απ’乃θσミρθプσ ゴンズイ　」ε御SO砂んゴSブ砂0チだ0α ウメモドキ　11θ客S67アα’α

コブシ脳α8男oJ∫σ々0∂麗3 ムラサキシキブCσ1」露σゆσ

U無terhange エノキ　C61ガSε廊267ZS∫∫var，
●　　　　　　　　　　　　　．

当ｭ伽多。α

und　Tie飴ge臓
■　　　　　　　　　　　　・

t砂。πκα ヤマアジサイ　砺47ππ82α

（fr三sch　b圭s ケヤキZθ疏0抄σ5ε7〆σ耀 灘07q帥y〃βvar．σo㈱ゴπ磁

至eucht） ホウノキ　ノ瞼92201ゴα0ゐ0びα≠α
ハナイカダ馳1zσ∫π辞●αブ⑫o擁。α

イイギリ　裁εsfσρ01夕。σ乳ρσ
　ヤブデマリ　韓δ㍑7》㍑‘7π　壷κC召fτ僻π

c　　　　　　　　　　　　　　　var．　’0”36π≠OS2‘”2
ウワミズザクラ　Pグ2〃ZμS8プσyαπα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨キハダ　．Pみ召11048π4グ0チ3α距Z震78％38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

l　　　　　　lE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

i　サンショウ　ZO鷲’乃0κッ1κ擢

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ加7痂‘労彦

ニガキP勿703彫α92弼33∫0耀召3 ；サワフタギSy励‘o塑饗磯

イボタノキ．乙∫8麗舘7忽〃Z
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　　0Rμ匁osπs
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3 生垣の植栽

　　植物生態学的に見た生垣の効用は，農業立地に

その例が見られる。耕作地の境界に植栽された生

垣は強風による土壌の飛散を防ぎ，同時に気象の

緩和を行なう。．季節風のとくに強い地方では，生

T訊b．27．生垣またはマント舞落形成に適する種

垣の植栽は必須条件である。また，林業において

は森林の植栽区の周辺にもうけていわゆるマント

群落の役割を果たさせ，同時に野生生物にすみか

を与え，その地域の生物相を豊かにする。

Zur　P痕anzung　von　Hecken　und　Mantelgese1圭schafte臓in　Tokyo　md　Umgebung

geeignete　Arten．

植 裁 適 種 Ar£e11

　　常緑広葉樹
（正mおαergr甑e

Bau加arte嚢）

ヒサカキ

アオキ

ネズミモチ

イヌツゲ

ヒイラギ

マルパシャリンバイ

ウバメガシ

トベラ

クチナシ

アセビ

シャシャンボ

マサキ

サザンカ

E24耽yσブαρ07蕗0α

ノ玉κα4うαノ＠0π∫0α

ゐゴ9243〃～4〃3ノ＠0πξα4物

1」θκ　o〆8館σ∫α

Os解α％’海z43ゴκo加1fπ，π

R肱ρ肋1θカ∫s脚δ811α≠σvar．ゴ漉9卿擁α

Q～487α‘Sρゐゴ1」夕2’σε0∫4θS

P命≠03ρ07駕解≠06♂プσ

0σ74θ｝zfσブσ3彫ゴ露。ゴ4¢sf．8〆σ％4ゴノ70アσ

Pセ万3ノ砂0刃fo召

距oo脅冨銘？π　う7σo≠8σ∫2‘皆π

E露0難ア｝722‘3ブ姥ρ0擁C243

cα卿81露αεσεβ｝z¢忽σ

夏緑広葉副
（So憩merg瓢ne

Baumarten）

1

E

i

ガマズミ

イボタノキ

ウツギ
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　農業地域における集落では，潜在自然植生に適

した樹種による生垣が見られる。関東地方の埼玉，

茨城，群馬などの季節風の激しい地方では，十分

管理された高垣をみることができる。しかし，市

街地地域では，生垣は単にく唱隠し”の役割の場

合が多かった。しかし環境保全林の形成が要求さ

れる公園や公共地域では，保全林の前縁にマント

群落の形成をはかる必要がある。とくに地震など

の災害に対して生垣の機能が見なおされている。

　関東地方でこのような生垣またはマント群落の

形成を図る場合に適する樹種はTab．27にあげら

れている。いずれも本地域およびその周辺地域に

自生の種群である。

4林縁の管理

　森林の安定を維持するための方策の一つに林鍵

管理がある。安定した森林内にはそれを溝成する

植物によって常に一応の照度・湿度などをもつ独

特な林内気象が見られる。しかし，何らかの働き

によって林縁部が破壊されると，周辺部からの急、

激な気象変化によって畿内の生活系が乱れ，極端

な場合は森林の崩壊を来たす。森林面積が狭い場

合は，とくに周辺部の影響を強く受ける。明治神

宮に隣接する自然教育園のスダジイ林は，細い帯

状に残存しており，また高速道路からの受ける大

気汚染の影響も強く，その保護はきわめて困難と

なっている（奥田1972）。

聴警鷺塗鞭

Fig・30．原宿駅側から見た明冶神営林の外観（鉄道に沿って土塁がきすかれ，上端にはイヌツゲが列拝されている）

　　　　Aussehen　des　Schrem－Waldes　von　der　Selte　des　Bahnhofes　Harajuku　Entla燕g　der君1senbahnlmie三st　eln

　　　　Erdwall　aufgeschuttet　und　mitπ8罪‘プ6πσ如職antelartig　bepfianz七．
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明治神宮宮域林の植物社会学的研究

　明治神宮林の周辺は高さ1．5～2．Om，幅約2m

の土塁がきつかれ，その上端にはイヌツゲが列状

に植栽されている。この土塁とイヌツゲの生垣が，

ちょうど林縁植生の役割を果たしている。この生

垣と森林が比較的安定した状態にあるのは，主と

して，森林が常緑広葉樹で構成され，その樹冠が

イヌツゲの樹冠と接しながら連続した樹冠を形成

している場合に見られ，場所としては原宿駅に向

かう東向の地域である。一方，代々木公園に接し

た南向きの部分では，森林が主として夏緑広葉樹

で溝成されているため，せっかくのイヌツゲの植

込みが林縁保護の役割を＝果たさず，林内に多くの

つる植物が侵入し，きわめて不安定な様相を示し

ている（Fig．32）。このように侵入したつる植物

のうち，クズ，フジ，ナツヅタなどの生長力の旺

盛な七三は，高木の上層にまで枝葉を広げ，他の

樹木を枯死させるまでに至るおそれがある。

　したがって，林縁には低木植物の適種によるマ

激②
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Fig．31．安定した林縁植生配分の例
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ント群落の形成が必要とされる。周辺を適当な高

さの土塁で塞ぐことは，森林の保護のための一つ
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の有力な方法である（Fig．30，　Fig．31）。
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明冶神宮宮域林の植物社会学的研究

5芝生の管理と人為による植生の変化

　宝物殿の周辺に広がる芝生の生育状態を観察す

ると，いくつかの異なったタイプが見られる。し

かもそれらは，種組成の違いによって明確にあら

わされる。芝生，いわゆるシバ草地は，シバがマ

ント状の優讃する植物群落であるが，シバ群落は

本来，蒙畜の放牧地に見られるものであり，牛馬

の適度な放牧に耐える種によって構成され，その

放牧がつづく限り持続する植生である。しかし，

過度な放牧圧が加わると，シバは消失し，オオバ

コやスズメノカタビラなどの踏跡群落構成種にお

きかわり，ついには裸地化する（Fig。33）。

　人為的に造成された芝生も，定期的な刈取りや

踏圧によって，家畜の放牧地と岡様な現象が起こ

る。明治神宮の芝生には，すでに明らかなように

人間の踏圧の影響の程度に応じて種組成が変化し，

いくつかの群落が見られる（Tab．28）。最も安定

した群落であるシバ群落はヒメハギーシバ群落の

ウシクサ下位群落となる。この群落は，人間の立

入り禁止と定期的な刈取りによって持続している。

人間の：立入りがやや加わった場所は同じヒメ歎

賞ーシバ群落のハイメドハギ下位群落にかわる。

すなわち｝スズメノヒエ，シロツメクサ，オオバ

コなどの被度が増し，また人為的撹乱要素のヒメ

ジョオンなども見られる。人間のひんぱんな立入

りが行なわれている北池付近の芝生は，もはやシ

バ群落としての構成種は少なく，カゼクサ，クサ
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ぎ

半陰地

Halb－
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イ，オオバコなどのカゼクサーオオバコ群集に退化

している。常に人間の踏圧が繰り返される場面で

は，これらの多年生の植物は消滅し，ついに裸地

化するか，あるいは1年生草本植物のわずかな種

による群落，コスミレーニワホコリ群落となる。

　一方，芝生の刈取りの方法が粗雑でしかもその

ひん度が低く，さらに不定期な踏圧を受ける林縁：

に近い場所では，ネズミガヤ，イヌタデ，クサイ

チゴなどのやや陰地生のソデ群落となる。はなは

しだい場合は芝生が退化する。

チヂミザサ

ーアシボソ群落

Oplismenus

undulatifohus　鱒

Microstegium

vl斑ineum　var．

ジolystachyu斑・

Gesel茎schaft

陰地

Schatten

　以上のように，シバ群落の維持は適度な刈取り

によって持続し，踏圧が加わったり，刈取り回数

が減少することによって群落構成種が変化する。

逆にいえば，それぞれの種の出現や消失の変化は，

シバ群落の状態を示す指標となり得る（Fig．34）。

したがって，芝生内に踏跡群落の構成種の増加が

認められた場合には，人間の立入りを停止し，ま

た，ソデ群落やススキ草原構成種の進入には，刈

取り團数をふやすか，人間の立入りを許可するか

してシバ草地の圓復を図る。
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明治神宮宮域林の植物社会学的研究

ま　とめ

　昭和45年から48年にかけての3年問，明治神宮

鎮座50周年を記念し，神宮宮域において生態学的

な総合調査が行なわれた。その一環として，植生

調査および植生図の作成が行なわれた。

　植生調査はBraun－Blanquet（1951，1964）に

よる植物社会学的な現地調査をもとに，宮域に存

在するすべての植物群落の種組成，構造：，遷移な

どについて考察された。植生図は現存植生図と潜

在自然植生図が作成された。

　神宮林林域の主要部となる森林は，もともと造

営当時，献木によって植栽されたものである。植

栽の程度は場所によって異なり，アカマツの疎林

やコナラの二次林に補回した部分から，当時畑地

で立木が皆無のところまで種々の段階がある。内

苑はコナラ林として存続させ，芝生として管理し

ている部分もある。

　森林植生はいくつかの群落に区分された。その

中でクスノキースダジイ群落は常緑植物で構成さ

れ最も発達した植生の一つである。イヌシデーコ

ナラ群落，イヌガヤーケヤキ群落，キハダーカツラ

群落は在来の夏緑広葉樹で構成され，林床の常緑

樟物の生育状態から遷移途上の植生と判断される。

しかし，外来植物で形成されたトウカエデーイチ

ョウ群落は，林床にまだササ類が密生し，不安定

な状態にある。また，凹状地に植栽されたスギ林

（シケシダースギ群落）も遷移がきわめて遅い。

　現存植生図から，森林の分布を見ると，常緑広

葉樹林は一般に東方の参道および鉄道に接した面

に多い。一方，夏緑広葉樹林はおもに南・西側に

見られる。

　明治神宮の森林の中でとくに最も発達した植分

は隣接地域の残存植生との種組成の比較によって

シラカシ群集と判定される。階層構造は埼玉県南

東部のシラカシ群集と近似している。内苑に見ら

れるイヌシデーコナラ群落は，関東平野に普遍的

なクヌギーコナラ群集の発達したものと見ること

ができる。

　潜在自然植生図によると，明治神宮丁丁の平坦

地の大部分はシラカシ群集である。凹状地にはシ

ラカシ群集のケヤキ亜群集，谷状地で現存植生が

トキンソウーウリクサ群集の立地はハンノキ群落

と判定された。

　神宮林の周囲や参道付近で日光の入射の多い場

所につる植物を主とするマント群落が見られ，こ

れについていくつかの植生単位が記録された。マ

ント群落は南西側の夏緑樹林の林縁にとくに多く，

管理上に問題があることが指摘された。また，北

池付近のシバ草地では，人闘の踏圧の差に対応し

て種組成に差が見られ，立地の撹乱の指標となる

ことが明らかにされた。

　以上のように，明治神宮の森林は，林床や林下

の適切な管理のもとに現状の保育を維持すれば，

大都市の中に人工的に形成された神域林，郷土林

として最もバランスのとれた，安定した常緑広葉

樹林に発達することが期待される。
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Z擁sa艶menfassung

P到anzensoziologische　Untersuchungen　i面en　W銭1dem
　　　　　　　　　　　　　des　Meili－Schreins　in　Tokyo

A．Miyawaki，　S．

　von

Okuda　u．　Kayoko　Inoue

　　　Zum　50－1翫rigen　Jubilaum　des　Meili－

Schreins　wurde　von　1970　bis　1973　eine

wissenschaftliche　Gemeinschaftsarbeit　im

Te斑pelbezirk　des　groBen　Meili－Schreins

ausgef義hrt，　die　呈職　vegetationskund玉iche箆

Studien　einschlieBlich　ei豆er　I（artiefung　der

Vegetation　im　Gelande　bestand．

　　　Mit　Hilfe．p且anzensoziologischer　Vege一

毛atio鍛sauf照hmen　wurden　vor　allem　die

Artenzusammensetzung，　die　Struktur，　die

Sukzession　in　alle亘　PflanzeHgeseUschaften

des　Tempelbezirks　untersucht．　Fu昼end　auf

de韮p丘anzensozio王ogischen　Studien，　wurden

ge舩ue　Karten　der　realen　Vegetatioa　uコd

der　potentiellen　nat廿rlichen　Vegetation　im

MaBstab　1：5000　aufge旦ommen．

　　　Die　meiste韮Wa玉der　i田Gebiet　des　gro－

Ben　Meili－Schreins　wurden　beim　Bau　des

He難igtums　von　1915　bis　1919　gep負anzt．　Das

Pflanzgut　wurde　aus　Stiftungen　aus　ga疏z

Japan　beschafft．　】：nsgesamt　konnten　　279

Arten　in　955591簾dividue鍛auf　ehemaligen

Ackem，　Rasen，　S銭mpfen　oder　an　Stel玉e

von　Seku並darwaldem　mit　som1nergr罎nen

Eichen　Q％θκ％s　sθ77σ’α　und　Q．αo％だsε∫甥α

und　sp銭rlich　vorkommender　P励κs漉繊∂θ卿●づ

gepHanzt　werden．

　　　Zweck　der　Bepfanzung　war　damals

亘icht，　eine　vergaRgliche，註uBere　Versch6一

nerung　der　A貧1age　zu　erreichen，　sondem

vielmehr　durch　die　Ansiedlung　von　standort－

gem麗en，　meistens　immergr廿鍛en　Baumar－

te糞wie　Cσs’α”oρsゴs　immergr甑e　Q％6π％3，　ei・

ne　dauer血afte，　feier1圭che，　gottwohlgefa11ige

Tempelumwelt　zu　schafen．　Auch　alle　aus

Sche豆kunge且beschafεten，　standortfremden

B註ume　wurde且mit　dieser　Al）sicht　gep且anzt．

　　　Dieser　vorausschauenden　Pf玉a箪zungS－

weise　ist　es　zu　danken，　daB　die　Umgebung

des　Meili－Schreiなs　in　der　Mitte　der　welt－

gr6Bten　Stadt　sich　zu　ei且em　naturnahen

Wald　e無twickelt　hat．　Auch　physiognonlisch

biete麓die　Waldbes伽de　ei且en　fast　nat哲r－

1iche且Anblick：．　An　der　Artenzusam斑enset－

zung　gemessen，　ist　der　nat廿rliche　Endzu－

standゑoch　nicht　ganz　erreicht．　Die　meisten

Bestande　zeigen　unterschiedliche　Sukzes－

sionsstufe陰，　die　sich　jedoch　zur　potentielle聡

且at廿rlichen　Vegetation　hin　entwicke1且．

　　　Durch　de職Tabellenvefgleich　der　Vege－

tationsaufnahmen　kon批en　lokal　folgende

Vege毛ationseinheiten　erkannt　werden：

Camellietea　japonicae　Miyawaki
et　Ohba　1963

　　Camellieta1圭ajapon圭caeOdaet
　　Su孤a重a工966

　　　Ardisio－Castanopsion　Miyawa－

　　　kieta1．1971

330



　　　　　C勿％σ魏。〃鰯彿　αz耐力乃07σ一Cσε’α％oρsぎs

　　　　　6％碑）幻σ如　var．　3∫θろ014∫∫一Gesehschaft

　　　　　（＝Quercetum　myrsinaefoL
　　　　　iae）

Fagetea　crenatae　Miyawak：i，　Ohba

et　Murase　1964

　　Quercetaliaserrato－grosseser－

　　rataeMiyawakieta1．1971

　　　Carpino－Quercion　serratae
　　　Miyawak：i　et　a1．1971

　　　　　Cαゆ初陣s　’so乃。％osん蕗一（；1麗6πz4s　εθ77α如一

　　　　　Gesellschaf亡

　　　ZelkovionserrataeMiyawakiet
　　　a1．1977

　　　　　Cθ1》乃α10’σκκs乃σ7万πg’oηげα一乃1ん。かα3θ7一

　　　　　廻’α一Gesellschaft

Artemisieteapri鼠cipisMiyawaki
et　Okdda　1972

　ArtemisietaliaprincipisMiya－
　　waki　et　Ok：uda　1972

　　　Rumulo－Cayratio且Okuda1978
　　　　　砺〃zπ1κ3　3（7σπ‘6π3－oσイタ3’69ゼ（z　乃（多4θ駕σ一

　　　　　〇ω一Geseilschaft

　　　　　1～Z4うZ4S乃ゴプS％’Z4ε一G夕％0ε≠θ卸¢〃Zαρθ72≠αρぬタム

　　　　　1％窺一GeseUschaft

　　　　　Bo6乃魏6プ忽　　π⑫0720％勿θσ一丁7ゴ0乃OSα％’乃63

　　　　　6％o％甥6ア。∫4θ3－Gesellschaft

　　　PeRniseto－Artemision　Ok：uda
　　　1978

　　　　　理y♂7000妙16　〃Zα7露∫〃Zα一躍％72ぎS6’κ〃Z　α10一

　　　　　メ）60κ70ゴ46s－Gesellschaft

　　　　　Oρ1ゴs彿8π％s　　％κ4％1α’〃わZゴ24ε一Mゴ。グos’θ9ム

　　　　　％勉　刀伽伽纏　var．ρ0砂S’σ0勿％雛

　　　　　Gesellschaft

Miscanthetea　sinensis　Miyawaki
et　Ohba　1970

　　Caτicetalia　nervatae　Suganuma

明治神宮宮域林の植物社会学的研究

　　1966

　　　Zoysionjaponicae　Suz．一Tok．　et

　　　Abe　1959　ex．　Suga11uma　1970

　　　　　動1堰α1σ　　ブαρ0勿6σ一2b夕3毎　　ブσρ0フ2∫60－

　　　　　Gesellschaft

PlantagineteamaiorisTx．etPrsg・
1950

　　Plantaginetalia　asiaticae　Mi－

　yawak圭1964

　　　Polygonio籠avicularis　Miya－
　　　waki　1964

　　　　　Eragrostioferruginei－Pla韮一

　　　　　taginetumTx。1977
　　　　　Eフrα8ア0ε海S　勿2Z4〃ぎ0σ％1ゴ3－E％ρ乃07∂ゴα　S％ρ∫一

　　　　　障α一Gesellschaft

ChenopodieteaBr－B11951

　　Commelinetaliacommunis　Mi・
　yawaki　1969

　　　Cypero－Mollugi亘io且strictae

　　　Miyawaki　1969

　　　　　Gα1ガフ¢εo即　ρσ73肋プα一〇κα1ゴs　ooリア吻うosα一

　　　　　Geselischaft

Noch　nicht　bestimmte　h6here　Ei簸heite皿：

　　　Lindernio亘procumbeRtisMi－
　　　yawaki　et　Okuda　1972

　　　　　Cent圭pedo－Vandellietum

　　　　　crustaceaeOku《玉a1978

So韮stige

　．～10θ7　　∂π6㎎6万α％％乃z－G∫κ々go　ろゴ106σ一Gese11一

schaft

P乃61104θπ4チroフ¢σ〃z％76ηsθ　一　C676夢4ゆ乃夕11z4〃3

ノαρo勉。％粥一Gesellschaft

／1’乃ッ万24彫ブσρ0ηガCZ4勉一C吻’07％6万σ勿ρ0勉0α一

Gesellschaft

．463‘％1％3弱々加厩〃Gese至1schaft

C！の1θ7αブσ1）o吻。α一Besta丑d

Pん夕110s如。乃夕3　乃θ’θγoの，01α　f．ρ％ゐθεoθ％3－Be一
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　s亡and

　　　Die　raumliche　Verteilung　der　Gesell－

schaften　ist　i且def　Karte　der　realen　Vegeta－

tion　dargestellt（Anhang　Karte　1）。　Die　Karもe

der　pote且tielle且　nat貢rlichen　Vegetation

machも　deu£1ich，　da8　der　gr6既e　Teil

des　Tempelbezirkls　zum　　Q　u　e　r　c　e　t　u　m

myrsinaefoliaegeh6rt（A旦hangKarte
2）．An　tief　gelegene且Ste11en　gedeiht　die

Zelkova　serrata－Subassoziation

des　Quercetum　myrsi且aefoliae．
In　de蕪Ta王er1ユ，　deren　rea王e　Vegetation　das

Ce赴tipedo・VandeUie£umcrusta－
ceaeist，　muB　eine．A1紹sノ砂。勿。α一Gese1王一

schaft　als　potentielle　nat捜rliche　Vegeta－

tio脆a且genommen　werde豆．

　　　Die　k廿nstlich　begr雛麓dete無Walder　um　ll

de且Meili－Schrei簸werden　bei　naturgem註一．

8er　Pfiege　selbst　in　der　gro8en　Stadt　To－

kyo　als　ehrw農rdige　Heimatw設1der　sich＝zu

stabilen　immergr廿nen　Laubwaldern　weiセ6r－

e狐twickeln．

　　　Als　eine　der　letzte豆traditionellen．．ja－

panischen，　durch　me且schliches　Wirke且．

gescha丘enen　Heimatwaler　wird　der　Wald

um　den　groBen　Meili－Schrein　in　der　Mitte

Tokyos　gleichzeitig．ein　dauerhaftes　Vo士bild

f錠rdie　Schaffung　der　modernen　Umwelt－

schutzwalder　i無den　Zivihsationszentren　mit

ihre且vielseitigen　Schut2funktionen董tir　die

menschliche　Existe且z　sein．
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